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小笠地方の菊)11地域の河岸段丘の分布@地形@ の をもとに再任の を

したので報告する O

i 殻f去の分霜と対比

1 [惑に段丘〈河岸段丘を以下段丘と略す)の分布奇 O プロフィ…ノレをもと iと グフ

も参考にするとおよそ 13段の面に対比されるが、段丘の規模 e連続性の上から 5群にわけ、高い

方から第 1""第5段丘と名づける O

段丘は本流筋では中流部(国道 l号より堀之内まで、谷底平野を伴う) ~と最も多く、下流部〈堀

之内以南。 I五い埋讃平野が発達)~と少なく、上流部〈罷道 1 号以北。狭い谷 iとなっている)ではま

れである o tJ:お中流部上流寄りの神谷域あたりでは、基盤が軟弱で地すべち地帯となっており、段

丘がまれである O 支流では富田}11 ..西方)11.. 小笠J11K見られるが、特に上小笠JIIでは新旧各時代

のものがそろっている O また西方JIIぞいの高い段丘は現河谷をはなれて掛}11市満水方面に通じてい

るO 牛淵)1¥..丹野JII場高橋J11ぞいiとも多く見られるが、連続の上からみるとその多くは本流筋に属

するものである O

2 物

段丘上iとは 1 '"'"'2mから数mのj享さの堆積物がのり、下位の第三紀層告 におおってい

るO ほとんど磯麗であるが、泥層をはさむ部分もある O 表面にはかならず磯まじりの泥層がある O

ζの泥層は低い段丘では黄土色で、高いほどこげ茶色となる O また低い段丘では泥;替の最上部が俗

iζ クロボクという黒土K移化することが多い。

機層の擦は不ぞろいな亜門撲ないし亜角撲で、固い砂岩擦を主とし、本流すじではわずかにチャ

ート擦その他をまじえ、現菊)11の擦と同種のものである O 全流域がほとんど軟岩の第三紀丘陵地帯

であることから、擦の供給源は同質の厚い牧の原機層*と考えられる O

傘以下地層名は撰山次郎 (1963)による O

支流上小笠)11筋のものは、チャートの分量が多い事などから小笠山擦震に求めねばならない。
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出)I1 ..西方)11沿いのものは神谷城擦岩層に由来する大浜町坂里のものは撲層が 10m もあり百擦は

円磨され淘汰が進み、はさみの泥麗Kは海に由来すると忠、われる軽石片を多く含む事から、海岸段

丘と檎倍される O

3 ~金 説

以下各段丘面Kっき、段丘の分布@地形@堆積物@地形 Kついてのべる O

る-1 第 1段丘と第2段藍;第 l段丘も

分開析が進んでいるために小台地吻
にいの

町新野との分水界を主とし、大洪樹了坂型の

お段正も共iζ牧の原台地酉べりに沿って断続し、大部

になっている O 第 l段丘の方は小笠町高矯と浜岡

もζれiと相当すると思われる O 第 2段丘は菊Jll

@小笠町丹野を点々と経て 1 第 1段丘北側
さばか み

町河城沢水加の神子が

の小笠町)I1 

1段丘は尾根部分の

るO

と な とKわけられる O はゆるい起伏をしており、

lζ さ 1m の はマトリックスに さ もある とな

っている O 第 2 も多く小台地であるが 1 中には で っているものもある O

ー丘 く、 4，....... 10 mあり、 1ものほどマトリッグス紀宮む。

初の谷筋にあたる O 即ち

iぞい

1段丘時代iとは昔の菊J11 この第 1..第 2段丘を連ねる

)11と呼ぶ)は中坂あなりから 記向っている O 2 

段丘時代には

ヶ谷奥山花

JIIは北西側の

している O その

の上流は牧の原の西べりを北上して沢本加の神
かとうやま

とちが勺て高山丘陵(河東山)の北側を西に向

かうようになったとみられる。

3-2 る と欝4 3 も第 4 も共iと牧の から絹々離れた を甫北iと%

河域より横地@宇田方面に通じている O

河谷である事が明瞭である O 第 3段丘は
古札のう Ifら

神罵原@嶺地武衛原@東原がこれで、

物から第 3段丘と思料される O 第 4

ざっぱK眺めると、段丘とはいえ由形を設しており、 i自

ハタナシ@和田上の原@牛制長者i京の k段@上の焔@

@千駄が原 e

の原@東キニにン原@西キニふン の

く4m以下で、あるが、さらに厚い泥層を伴う所もある O なお第4

部が黒土(クロボク) ~と移化してい''''; 0 

3段丘@第 4段丘を連ねてみると、

も河城地区では第 8段丘のハタナシと

では、

体として大きな N通し谷かの地形が考えられる O もっと

4段丘の千駄が原とがはっきり通し谷の地形を呈して平行

iζ並んでいるが、六郷地E互に入ると第3段丘の谷の中K第4段丘の谷が入りこんでおり、そのまま
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の形で護地地区紀室る O 第 3段丘も第4段丘も第 2 に次いでうがたれた !の谷である月そ

して

も

iの谷の頭は第 3段丘時代に現菊JI 

その後大代)11の側方浸食によっ

し、さらに北方にの でいるハもっと

され、 はさらにjとに決 li で

に向かうよう iとなったと考えられる O

5ーさ 第5段丘:菊JIIの現本流にそっ
Lわなめだん

のものから下流部の岩潜段の開花数多く

し で、 の のl京トンネ 口

し、さらに iと

。々 ものもある O この ることゑiできる o 1 

田 の山@{の 2段目は

。
しらL、わした

長段自は 田部@ 内初咲町@ 山 e自 O 

これらの段止は、 わきの iと iζ、 の を iと けて るO

で との iζ 2"'5mで、 の

まじり あり、 るO

民入ると を を北かち じ

iζ き、 れを っfこ 4 iま ぞいの し として し1 ったのであ

ろう O

るーヰ の I ..西方)11R:ついて)上小笠)11ぞいには 2 降のものがた

くさんある O 108.3 m 地、征清彰功碑等、第 3

4 田北方のもの@ i町御門@政 原、月

側高地等。 2 4 とかけはなれて北側代分和し、 4 し の地形

を る。

さ 1mぐらいで、本流ぞいK比してチャート擦が多く、たま を

含む。 はこげ茶 の泥で、、第5段丘で iと移{仁する O 擦の供給源は小笠山

震と考えられる O

乙のJ11筋(古上小笠)11)の延長部は古くから菊)11下流部

食によって古菊)/1が順次現位置に移ったと推定される O

西方)/1Kは数段の段丘があるが、みな第5段丘のものである O 堆積物は泥が多く擦が乏しい O 擦

は神谷域繰岩層より供給されたものである O 表面は黄土色の泥層で黒土に被われていな liO 沢田七

社神社裏@天神原の連続密に西方)/1流域をそれで掛J11市議示方面と続くのが認められるの伝お

を流れ、後に述べるようにこの

潜水流域を克るとさらに古いものが 2段認められる O 以上を総合して、西方)11は古い時代には満水

に通じていたものが、第5段丘時代に入って現西方)11筋K上流を奪われたと考えられる O



毒 菊)11河替の地形発違

3図は第 1'"'-'第 5段丘のつながりをもとに、

各時代の古菊)[1の流路の変遷を推定したものであ

るが、これによって次のことがわかる O

a 己認 l段正時代:古菊JIIはまず牧の

大井)1I扇状地の西縁のすそ K位置し、南山丘陵
かとうやま

(河東LU)の東側をとおって浜岡町池新田方

に流れ出ている。

b 倍 2段丘時代;流路が西iζ移り谷の頭が北iζ

のびると同時代、南山丘陵(河東山〉北側告と

おって現本流筋下流部へ流れ出すようになった

と推定される。

C 法 3.. 4段丘時代谷はさらに閤K移り、谷

の頭は牧の原最北端lζ達すると共に、六郷牛淵
のう

を経て小笠町の丘陵地の北側の横地地区で

の本流筋に出るようになる O

d 第5段丘時代:牛淵@神尾の流路をすてて、

六郷の丘陵地を北から西にまわる現流路に落ち

つく。満水方面に流れ出ていた西方)[1
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i筋へ流れこむようになる O

さい CK吉菊JIIがどうしてこのような変遷をしたか考察してみよう O まず最初(第 l段丘時代)

に、古菊JIlがなぜそこに位置したのだろうか。およそ扇状地というものは中高の地形であって縁辺

が低いうえ、厚い傑層が浸食作用から芯部骨まもるので、谷は縁辺部iとできやすい (古川虎ノJ'

1947 )。吉菊JIlが位置したのは丁度そういう位躍にあたる。

次に古菊)[1が下流側から JI慎次今の本流の位置に流れを原因であるが、それは今の本流下流部にそ

の明から古 t小笠J11の延長部が流れており、それから東へ出た支流の頭部浸食によって流れをうば

われたためだと解される O ζ の辺の上流部は満水に流れていた西方)11脅もうばい取ったのである O

またこの河道の変遷は、河城地区より下流KI袈られていて、それより上流にはおよんでいえEいの

は、ここに神谷域機岩層という硬い地層があって、これが古菊)11 以来の流路を保護したためである O

吉川虎男(1947 )地形の逆転について、 地

模tUJ次郎 (1963) .掛川地方地質園、同説明
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